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• 会社名 有限会社 中島精⼯
• 代表者 中島 正春
• 所在地 〒444-1222 愛知県安城市和泉町⼤海古6-8
• TEL （0566）79-2155
• FAX （0566）79-2156
• URL http://www.nakashima-seiko.co.jp
• 設⽴ ２００４年６⽉ （創業 １９８０年８⽉）

• 主要取引先
武蔵精密⼯業(株) (株)MINEZAWA 岡⾕鋼機(株) (株)井⾼
ユアサテクノ(株) アイシンコラボ(株) 他国内商社様

• 主要納⼊先
武蔵精密⼯業(株) トヨタ⾃動⾞(株) 本⽥技研⼯業(株)
アイシン・エイ・ダブリュ(株) (株)DENSO アイシン精機(株)
他国内外企業様 3

１．（有）中島精⼯の紹介



•各種⾃動化対応設備の設計製作
（⾃動⾞部品関連及び医療機器）

•加⼯治具、専⽤機（加⼯、組付け、検査等）及び搬送機
の設計製作
•上記各設備の改造及び保守メンテナンス
•単軸モジュールマシン「SAMMLEONシリーズ」の

製造販売
• CFRP（炭素繊維強化プラスチック）部品の成形
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２．バリ取り技術の現状



バリの種類…



型バリ

鋳バリ

鋳造バリ

焼結バリ

プラスチック成形バリ

ゴム成形バリ

切削バリ

ポアソンバリ

ロールオーババリ

引きちぎりバリ

切断バリ

⾃由凝固バリ

溶接バリ

溶断バリ

放電加⼯バリ

レーザ加⼯バリ

はんだ付けバリ

付着(被膜)バリ



バリ取り既存⽅法…

ロータリーバー
⾯取りツール等

ブラシ
ヤスリ

紙ヤスリ等

ロボットや専⽤機械を⽤いて
該当箇所にあてバリを切除する。

メリット ・イニシャルコストが安価

デメリット ・時間がかかる
・２次バリ(返りバリ)が発⽣する
・樹脂バリは⾃動化が難しい





３．レーザバリ取り技術の開発
従来のバリ取り技術をより⾼速化、精密化するため、各種レーザ
を⽤いて、バリ取りする⽅法について、最新レーザ技術研究セン
ターと共同で、各種材料のバリ取りについて実験を試みた。
その結果、レーザでバリを除去し、丸みのあるエッジを⽣み出す
ことが可能になった。
ＬＤＭとは
Ｌaser
Ｄeburring
Machine



レーザバリ取りとは…
レーザ光線を⽤いて部材のコーナーを
成形する⽅法の１つで
バリを除去しながら所定のエッジを形成します。

POINT

01. 今まで取りの難い樹脂バリも簡単に除去
02. 2次バリの発⽣がない
03. 驚異的な除去スピード
04. 部品や⼯具の消耗がなくほぼメンテナン

スフリー
05. 複雑な形状のバリ取りも可能



レーザバリ取り方法

ノズル先端形状の例

集光レンズ

レーザビーム

バリ

⾼圧ガスノズル

スパッター

ノズル先端

エッジ



４．各種材料のレーザバリ取り実験結果

（１）炭素鋼

加⼯前

加⼯後



軟鋼の加工前（左）と加工後（右）



軟鋼 ：加工後

３０ｍｍ/s,   N2  shield



Ｃ－２ 鋳鉄

アルゴンシールド窒素シールド



（２）ステンレス鋼（両面バリ取り）

両⾯バリ取り後 ⾯取り前



（３）工具鋼：シャフト（窒素シールド）



シャフト（アルゴンシールド）



（４）純銅：高圧ガスの方向 ビードと平行方向



純銅： 高圧ガスの方向（ビードに垂直方法）



（５）アルミニウム合金

700W
２０ｍｍ/s
Ar shield



アルミニウム合金（ダイキャスト材）

５００Ｗ、３０ｍｍ/s, Ｎ２ ｓｈｉｅｌｄ



（6）樹脂 1)PA+GFRP



1)PA+GFRP



樹脂のレーザ除去加工の状況



2)ウレタン



3)PMMA



4)PA



（６）ガラス 加⼯前



(6)ガラス バリ取り後



CO2レーザ、

YAGレーザ

半導体レーザ

ファイバーレーザ

ディスクレーザ

ツリウムレーザ

５．レーザバリ取り機 （バリ取り⽤レーザの種類）

材料の種類により 用いるレーザの種類が異なります。



メリット

デメリット

・加⼯スピードが速い
・２次バリ(返りバリ)が発⽣しない
・⾦属及び樹脂に対してもレーザの

種類で対応可能
・イニシャルコストが⾼価

⼿作業 バリ取りロボット LDM

機械

導⼊コスト ⼈件費のみ 1000万円以上 2000万円以上
品質 ⼈によりバラツキ 安定 安定



コスト比較の例

【⼿作業の場合】
20万円/⽉×5⼈=100万円
100万円×1年=1,200万円

【レーザバリ取り機の場合】
導⼊コスト20，000万円以上（レーザ装置に⼤きく依存）



様々な材質、業界に対して有効︕

⾦属 ⾮鉄⾦属
樹脂類

セラミック ガラス

⾃動⾞業界
半導体

家電業界
住宅設備業界



６．まとめ…

製造の主⼯程においては⾃動化が進み、無⼈で⽣産ができる
設備が普及していますが、最終⼯程と⾔える仕上げ⼯程では
⼈的作業に依存し、⽣産効率が上がらないのが実情です。
バリ取り作業は、仕上げ⼯程では⼤部分を占めており、
この⼈的作業の効率化を⽬指すのが「レーザバリ取り」です。


